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の
活
動
を
視
野
に
検
討
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

　
学
院
の
標
語
で
あ
る
神
様
に
祈
り
、
人
に
仕
え
る
教
え

を
大
切
に
し
な
が
ら
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
会

員
の
皆
様
も
母
校
の
発
展
、
同
窓
会
活
動
の
維
持
、
同
窓

生
の
活
躍
の
た
め
に
お
祈
り
く
だ
さ
い
。
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議
案
書
に
基
づ
き
報
告
・
説

明
が
行
わ
れ
、
原
案
通
り
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
本
年
度
は
今
ま
で
の
任

意
団
体
か
ら
一
般
社
団
法
人
化

へ
の
新
し
い
組
織
の
た
め
の
準

備
・
検
討
を
は
じ
め
た
い
旨
会

長
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
、
あ
わ

せ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
一
般
社
団
法
人
化
に

む
け
、「
一
般
社
団
法
人
化
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
準
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
ち
ら
に

関
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

ご
報
告
・
お
知
ら
せ
を
し
て
い

く
予
定
で
す
。
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年
3
月
26
日
の
同
窓
会
発
足
集
会
に
は
、
卒
業

生
1
0
0
名
中
80
余
名
出
席
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
時
代
の
変
遷
と
共
に
形
を
変
え
な
が
ら
現
在

は
4
万
人
以
上
を
数
え
る
大
き
な
組
織
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
最
近
で
は
短
期
大
学
同
窓
会
が
休
会
を
決
断
、
大
学

同
窓
会
楓
美
会
が
別
の
歩
み
を
始
め
る
た
め
独
立
、
現
在

は
高
等
部
同
窓
会
「
東
光
会
」
と
大
学
院
同
窓
会
の
２
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で
運
営
し
て
お
り
ま
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。

　
６
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の
同
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い
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検
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承
認
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議
事
に
続
き
、
昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
の
際
に
も
講

演
い
た
だ
き
大
変
ご
好
評
で
し
た
水
谷
悟
先
生
に
再
度
講

演
を
お
願
い
し
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
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今
回
は
「
標
語
『
敬
神
奉
仕
』
の
額
～
齋
藤
實
の
揮
毫
を

め
ぐ
っ
て
」
と
題
し
、
学
院
標
語
で
あ
る
『
敬
神
奉
仕
』
の

額
に
ま
つ
わ
る
大
変
興
味
深
い
お
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
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同 窓 会 だ より

「同窓会組織の一般社団法人化」 
について、詳しくはこちらを 
ご覧ください。

お問い合わせは、ホームページの 
Ｑ＆Ａページ下部に記載の 
専用アドレス宛にお願いいたします

https://www.toyoeiwa.ac.jp/dousoukai/index.html

東洋英和女学院同窓会ホームページ

学院と共にある同窓会を目指して
　学院創立140周年の一年を終え、150周年に向かう
最初の一年をスタートするにあたり、東洋英和女学院
同窓会は「六会は一つ」のステージから、「高等部同
窓会東光会」を母体とした「一般社団法人 東洋英和
女学院同窓会東光会」を目指すことにいたします。
　その一つ目の理由は、短期大学同窓会の休会と大学
同窓会の法人化です。新卒生のいなくなった短期大学
英文科同窓会「かえで会」は2015（平成27）年6月、
短期大学保育科同窓会「保育部会」は2021（令和3）
年6月、そして短期大学国際教養科同窓会「楓雅会」
は2022（令和4）年6月の総会をもって、同窓会とし
ての活動を休止いたしました。また大学同窓会「楓美
会」は2021（令和3）年6月に東洋英和女学院同窓会
より独立、2023（令和5）年4月に法人化して一般社
団法人としての活動を始めました。現在学院同窓会の
役員構成は、「高等部同窓会東光会」と六本木校地に
ある「大学院同窓会」の二会となり、学院同窓会主催

（共催）の総会・追悼記念日礼拝・クリスマス礼拝の
行事は休会中の会からの協力も得ながら守っていま
す。そこで東洋英和女学院同窓会発足集会から130年
を機に、今後の持続的な同窓会運営に向けて二会を再
編し、伝統ある「高等部同窓会東光会」を母体とした
東洋英和女学院同窓会の法人化を進めることで、社会
的信用力のある同窓会組織を構築してまいります。
　さて二つ目の理由として、同窓会を法人化するメリ
ットについて書かせていただきます。それは同窓会が
権利能力を有することができるようになること、つま
り「同窓会が権利義務の主体となること」ができるよ
うになることです。具体的には、銀行口座の法人名で
の開設や、取引の契約の際に法人名で登録することが
できるようになります。法人化しない場合には、同窓
会には権利能力がないため、原則として個人名で登録
するよりほかありません。また外部との契約も代表者
名義で契約することになり、契約上は代表者個人の責
任となりかねません。しかし法人化した場合、法人名
で登録や、法人名義で契約することになり、権利関係
が明確になります。そのために同窓会の運営が円滑に
進みます。これが法人化の最大のメリットです。なお
組織運営の明確化、安定化、透明化につながるため、
法人化の副次的な効果として、社会的信用の向上とい
う点もよく指摘されるところです。
　2025年6月7日の東光会、大学院及び学院同窓会総

会の席上で、「一般社団法人 東洋英和女学院同窓会東
光会」を目指すための準備を開始する旨の議案が承認
されました。それに伴い、現在学院同窓会内に「一般
社団法人化委員会」を立ち上げ、法人化に向けた準備
を進めています。なお次の目標は2026年6月6日の総
会で、法人化の準備が終了した報告と併せ、法人とし
ての登記（身分・戸籍や不動産などの権利を確実にす
るために公式の帳簿（登記簿）に記載すること）を行
う旨の議案の承認をいただくことです。
　「学院と共にある同窓会を目指して」

進捗状況
　2024年6月の東光会総会の席上で決定した通り、
2025年6月より東光会会長は公募によって選ばれた
方が就任されました。なお総会終了後に立ち上げら
れた「一般社団法人化委員会」は、現学院同窓会会
長及び公募によって選ばれた東光会会長を中心に定
款（社団法人・株式会社などの組織や業務に関する
基本的な規則（をしるした文書））の作成などを進
めており、その活動内容は学院同窓会ホームページ
にて順次お知らせしています。
　なお新法人設立後の名称案は「一般社団法人 東
洋英和女学院同窓会東光会」を予定しております。

今後の予定
▶2025年10月 24・25日
　中高部楓祭の「東光会の部屋」にて、一般社団法
人化についての説明パネル展示に加えて、24日14
～15時は「一般社団法人化委員会」の委員が会員
のみなさまからの質問や問い合わせに応じます。
▶2026年1月以降
　「楓園」101号にて、「一般社団法人化」の記事を
掲載すると同時に、定款案をホームページでご覧い
ただけるよう準備を進めてまいります。

東洋英和女学院同窓会は「一般社団法人」を目指します



同 窓 会 だ より

中高部EDCご出身の皆さまへ  OG会のお知らせ

英語劇部（EDC）のOG会を2025年11月8日（土）14:30
～16:30、中高部集会室にて開催いたします。
既に幅広い世代から参加表明をいただいており、EDC
に関わったすべての方を歓迎いたします。
ご案内を希望される方は、9月末までに下記までご一
報ください。

【お問い合わせ】edcog.eiwa@gmail.com

《事務所からのお願い事項》
住所・氏名に変更がありましたら、すみやかに事務所ま
でお知らせください。ガーネットハウス鳥居坂のご利用
は、利用希望日の3か月前の1日から申し込み可能です。
鳥居坂  E-mail:dousoukai-ght@toyoeiwa.ac.jp

東洋英和女学院同窓会
〒106‒8507  東京都港区六本木5‒14‒40  東洋英和女学院内
� ガーネットハウス鳥居坂（月・火・木・金  10時〜16時）
TEL・FAX  03（3583）0772� https://www.toyoeiwa.ac.jp
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